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腫瘍免疫の増強を試みた。カチオン化 OVA（ED-OVA）は OVA とエチレンジアミンの縮合
 反応により得た。ED-OVA は DNA ハイドロゲルから徐放された。また、OVA と比較して、
ED-OVA は CpG DNA ハイドロゲルと組み合わせることで、マウス樹状細胞株 DC2.4 細胞に
効率よく取り込まれ、有意に高い抗原提示を示した。ED-OVA 内包 CpG DNA ハイドロゲル
は OVA 特異的免疫応答を効率よく誘導し、OVA を発現するマウスリンパ腫 EG7-OVA の腫
瘍増殖を顕著に抑制した。さらに、OVA の MHC class Ⅰエピトープペプチド pepӀにオクタ
アルギニンを付加することで得たカチオン化ペプチドを用いた場合にも EG7-OVA担癌マウ
スの生存期間が有意に延長された。一方、コレステロール修飾 DNA を利用して作製したコ
レステロール修飾 DNA ハイドロゲルを用いた検討では、native OVA と比較して、コレステ
ロールとの結合性が高い尿素変性 OVA を内包することで、コレステロール非含有 DNA ハ























































よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 2
月 24日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際して
は、平成 31 年 3 月 31 日までの間当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
